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昔
な
が
ら
の
た
た
ず
ま
い
の
大
磯

駅
舎
は
、
高
い
天
井
に
あ
る
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
に
趣
き
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
屋
根
に
白
い
外
壁
の

駅
舎
は
、
明
治
時
代
か
ら
別
荘
地
に

な
っ
て
い
る
気
品
あ
る
こ
の
地
に
、

端
然
と
た
た
ず
む
木
造
建
築
の
駅
と

し
て
、
平
成
12
年
に
「
関
東
の
駅
百

選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
磯
駅
を
線
路
沿
い
に
東

に
行
く
と
ほ
ど
近
く
、
大
正
時
代
に

建
築
さ
れ
た
洋
風
の
建
物
に
和
風
平

屋
が
接
続
し
た
建
物
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
磯
駅
近

辺
に
は
、
洋
風
の
古
い
建
物
が
残
さ

れ
た
、
昔
な
が
ら
の
面
影
の
あ
る
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
磯
駅
の
正
面
か
ら
国
道
１
号
に

向
け
て
西
へ
下
る
と
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

･

サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
の
懐
か
し
い

建
物
が
道
沿
い
か
ら
眺
め
ら
れ
、
反

対
側
に
は
大
磯
小
学
校
も
あ
り
子
供

た
ち
の
声
が
聞
こ
え
る
教
育
地
区
の

風
景
環
境
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

道
な
り
に
国
道
に
抜
け
る
と
、
そ
の

先
に
は
、
西
行
法
師
の
い
わ
れ
の
あ

る
鴫
立
庵
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
道
沿
い
は
、
大
磯
町
特
有
の
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
か
と
思

い
ま
す
。

　

大
磯
町
は
、
明
治
期
以
降
、

別
荘
地
と
し
て
発
展
し
、
現
代

で
も
残
す
べ
き
建
物
が
多
い
所

で
す
。
大
磯
駅
周
辺
の
こ
の
地

区
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
の

歴
史
あ
る
建
物
を
と
お
し
て
、

落
ち
着
い
た
景
観
を
特
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
場
所

　

大
磯
駅
周
辺

（
景
観
応
援
団
・
新
倉
）

※
こ
の
記
事
の
感
想
や
写
真
・

　

投
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課

　

☎
内
線
２
２
１

シ
リ
ー
ズ
連
載 

⑧

大
磯
景
観
応
援
団

「
大
磯
そ
ゞ
ろ
歩
き
」

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
を

最
優
先
に
考
え
、
旧
吉
田
茂
邸
再
建

基
金
の
募
金
活
動
を
休
止
し
て
い
ま

し
た
が
、
旧
吉
田
茂
邸
の
再
建
範
囲

が
決
定
し
、
い
よ
い
よ
再
建
事
業
と

募
金
活
動
を
再
開
し
ま
す
。

　

旧
吉
田
茂
邸
再
建
計
画
事
業
費

（
最
大
総
額
６
億
円
）に
対
す
る
基
金

の
不
足
額
、

約
２
千
７
百

万
を
目
標
額

と
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

【
募
金
方
法
】

①
専
用
納
付
書
に
よ
り
指
定
金
融
機

関
で
の
納
付

②
現
金
書
留
に
よ
る
納
付

③
町
窓
口
で
直
接
納
付

④
専
用
口
座
へ
の
振
込
み

⑤
町
公
共
施
設
に
設
置
の
募
金
箱

　

④
の
専
用
口
座
へ
の
振
込
先
は
、

「
中
南
信
用
金
庫　

本
店　

普
通
預

金
口
座
番
号　

０
４
６
５
４
９
５

「
旧
吉
田
茂
邸
再
建
寄
附
金
」
キ
ュ

ウ
ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ル
テ
イ
サ
イ
ケ
ン
キ

フ
キ
ン
」
で
す
。
な
お
、
振
込
手
数

料
は
、寄
附
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

①
～
③
の
方
法
で
寄
附
を
頂
け
る

方
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、「
寄

附
申
出
書
」
に
よ
り
、
町
へ
申
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
⑤
の
募
金
箱
以
外
の
寄
附

で
、
寄
附
金
額
が
２
千
円
を
超
え
る

場
合
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
担
当
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

　

旧
吉
田
茂
邸
再
建
担
当

　

☎
内
線
２
３
８

▲焼失前の旧吉田茂邸

再建の範囲が決まった旧吉田茂邸（基本プラン図）

※上記は基本的な再建プランであり、今後の詳細検討において、技術的・法令的な面か
　ら変更する可能性があります。

１階部分 ２階部分地下部分

新館 新館

応接間棟 応接間棟

新館

地下室

温室（既存  現状保存）

玄関

新館

応接間棟 応接間棟

▲ JR大磯駅舎


